


はじめに
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℃O2 CO

■正確な計測のために

■機能と目的

正確な計測を行うために、1年に1度は必ずホダカ株式会社サービス

センターに校正を依頼して下さい。

センサの寿命は、使用頻度、ガス濃度、水分などによって大きく左右されます。一般

的に O2 センサで約１～２年、CO センサで約１年～３年で交換時期を迎えます。セン

サは使用していなくても、大気にはさらされた状態ですので、自然に消耗していき

ます。

CO センサは H2 補償付（H2 成分の入ったガスを計測する場合に誤差が生じないよう

にする補償）です。

HT-1300N

HT-1300N はこんな機能を持っています。

・排ガス中のガス分析　O2、CO（H2 補償付）

・排ガス中の温度計測、周囲温度の計測

・燃焼効率、CO2 等の計算（演算）

次のような目的でご利用いただけます。

・オイル・ガスバーナの燃焼管理

・温水、蒸気等の各種ボイラのメンテナンス

・焼却炉の環境分析

・ガラス炉、溶融炉等の各種工業炉の熱管理計として

・ガスエンジン、コージェネレーション設備の排ガス管理、メンテナンス

・その他、油やガスを燃焼する設備の排ガス、熱管理計測用に幅広く利用できます。

データ転送

排ガス計測 RS232
(USB)

プリントアウト

データの保存

CO2

O2

℃

CO λ

μ
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各部の名称と働き

排ガス入り口 電源ランプ

AC アダプタ
接続口

周囲温度センサ接続口 PC インターフェイスプリンタ用
赤外線発信部

シリコンホースを接続し、
排ガスを導入します。

周囲温度センサを接続します。

ACアダプタを接続
します。

パソコン用ケーブルを接続
します。

計測中に本体から排気されるガスには毒性が含まれます

ので、排気や換気を十分に行いながら使用して下さい。

吸引した排ガスを
ここから排出します。

排ガス排出口

操作タッチパネル

スクロールキーESCキー エンターキー

電源ON/OFFキー プリンターキー

中断、前の

メニューに

戻る

プリント

スタート

プログラム
操作中の値の
変更及び
カーソル移動

プログラム
操作中に
エンターキー
として使用

計測器

ON/OFF

本体下部図

画面

周囲温度センサ

周囲の温度を測るセンサ
です。（白金測温抵抗体
PT2000Ω）

（オプション）
＊周囲温度（シュウイ）は、
燃焼効率や排ガス損失等
の温度が関係する演算に
使用します。オプション
で選択されていない場合
は、ゼロ校正中にプロー
ブ先端の排ガス温度セン
サ（ハイガス）で計測した
温度が周囲温度（シュウ
イ）として使用され、次の
ゼロ校正までは、その値
が固定されます。

排ガスを吸引します。
先端には排ガス温度
センサがついています。

プローブ用コーン
プローブの挿入長・
挿入径を調整します。

反射板
煙道からの輻射熱
を防ぎます。

ドレンポット

排ガスを冷やし、
排ガス中の水分、
ごみを取り
除きます。

排ガス温度センサと
計測器をむすびます。

排ガスを本体内部へ
送ります。

サンプリングホース

熱電対用コネクタ

本体上部図

補償導線

プローブ

タッチパネルキー



■ドレンポットの掃除

ジョイント部を回しながら取り外し、内部にたまった水を取り除きます。

水分除去後は、再び回しながらジョイントをはめ込んで下さい。

ドレンポットの水分除去

・各Oリングがしっかり溝にはまっているか確認して下さい。

・Oリングがねじれてはまっていると、 漏れの原因に

　なる場合があります。

悪い例：ねじれてはまっている Oリング

注意

スターフィルターの交換
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操作の前に

反射板が熱くなっている可能性があります

ので、ネジを回す際はやけどに十分ご注意

下さい。熱くなっている場合はマイナスド

ライバーをご使用下さい。

③ホースに亀裂や穴が

ないですか？

■各部の確認

①ホース類・周囲温度センサ

（オプション）をしっかりと差

し込む。

②プローブに反射板を取り付ける。

煙道などからの輻射熱によりプローブのグリップが溶

ける可能性がある場合にご使用下さい。

左図のように、プローブに取付け、サイドのネジで固

定してご使用下さい。

④AC アダプタはホダカ支給のもの

ですか？

スターフィルター

Oリング

Oリング

ここを

外します。

○

×

エアーの向き注意

スターフィルターが黒く

なった場合は、エアーで吹

いても内部にススが入った

状態ですので、必ず新しい

フィルターに交換して下さ
必ず、ホース取り付けジョイントからエアーを吹いて下さい。
フィルターに直接吹くと、フィルター内部に異物が入ってしまいます。
その異物やススが計測器側に入ると、吸引異常などを引き起こします。

―応急処置としてエアーで清掃する場合―

ホースを取り外してから、

ドレンポットのジョイント部を

回し、スターフィルターを取り

外します。

ジ ョ イ ン ト 部 と ス

ターフィルターはネ

ジ状になっています。

他の部分を廻すとね

じれ等が起こる場合

があります。

ここを

持って

廻して

下さい。
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操作の仕方－応用編
⑤　データの保存・プリントアウト

⑥　計測項目の変更

⑦　前回の計測値

保存済のデータ上に保存することも可能ですが、

前のデータは消えてしまいます。

：排ガス計測画面から次の画面へ進みます。

左画面は＜⑬　範囲の設定＞のプリントジニインジシマスカ？

で Yes の設定の場合のみ表示されます。

温水ボイラ等の温度を一緒に保存できます。

：数値が変化します。

必要の無い場合は＜⑬　範囲の設定＞のプリントジニインジシ

マスカ？で　No にしてください。

：次画面へ進みます。

左画面は＜⑬　範囲の設定＞のプリント

ジニインジシマスカ？で Yes の設定の場合

のみ表示されます。

スモークテスタでサンプルしたスモーク

スケール No.・アブラブンの有無が一緒

に保存できます。

：数値が変化します。

必要の無い場合は＜⑬　範囲の設定＞のプリントジニインジシ

マスカ？で No にして下さい。

：次画面へ進みます。

：保存画面へ進みます。

：印刷を開始します。

：メインメニュー画面へ戻ります。

左記画面は現在保存中のデータ画面です。

左記画面は現在未保存のデータ画面です。

データは 100 データまで保存可能です。

：保存場所の変更

：保存

アブラブンとは

スモークテスタ

でサンプルした

時にフィルター

ペーパーに付着

した未燃の燃料

のことです。

: 排ガス計測画面の状態で　　と　　を同時に３秒間押し続けま

す。

一度電源を切ると、前回の計測データはキャンセル

されますのでご注意下さい。

プリントアウトにはオプションHT1610

（赤外線プリンタ）が必要です。

黒いカーソルが出てきます。

：計測項目の変更

：カーソルの移動

：変更終了後、　　と　　を同時に押すと、カーソルが消え計測

画面に戻ります。

計測中に ESC キーで、計測を中断した後に、前回の中断時の

計測値を見ることができます。

：黒いカーソルが移動します。

：メインメニュー内のゼンカイノケイソクデータ選択後、決定

します。

：ページの切替

：＜⑤　データの保存・プリントアウト＞へ進みます。
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操作の仕方－応用編
⑪　データの転送 ⑫　日時の設定をする

：黒いカーソルが移動します。

：データテンソウ　HT=>　PC を選択後、決定します。

：次画面へ進みます。

：ハイを選択後、決定します。

保存データをパソコンヘ転送中

：ハイまたはイイエを選択後、決定します。

＜画面 11―１＞へ戻ります。

左記画面の“42”は転

送するデータ数です。

ハイを選択した場合保

存データが全て消去さ

れます。

計測ソフト Online View 2000( オプション )

が必要です。　

HT2094（RS232通信ケーブル付）

HT2084（RS232通信ケーブル・USB変換ケーブル付）

ハイを選択する場合は

Online View 2000

取扱説明書を参照して

下さい。

：黒いカーソルが移動します。

：セッテイメニューを選択後、決定します。

：黒いカーソルが移動します。

：ニチジ　ノ　セッテイを選択後、決定します。

：カーソルが表示されます。

：カーソル表示後は、押すたびにカーソルが移動します。

：数字を変更します。

：上の画面へ戻り、設定終了です。

左記画面を例にすると

2011 年 12 月 25 日

6 時 41 分 15 秒

・日付は西暦で入力して下さい。

・日付部分を年、月、日の順に変

更すると「テイキテンケンノジキ

デス」の表示が出ますので、必ず、

日、月、年の順にして下さい。
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